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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一組の相互関連したオブジェクトを表示するシステムであって、
－　複数の相互関連したオブジェクトを特定するイニシャライザ；
－　第１の情報フィルタ設定に基づき、前記複数の相互関連したオブジェクトのうちの表
示する第１のサブセットを選択する第１の情報フィルタ；
－　前記複数の相互関連したオブジェクトのうちの第１のサブセットを第１の表示エリア
に表示する第１のディスプレイヤ；
－　ユーザが、前記第１の表示エリアの領域をビジュアルに示すことにより、前記第１の
表示エリアの拡大する領域を選択できるようにするユーザインタフェースであって、前記
ユーザが前記第１の表示エリア中の表示されたオブジェクトの個々の位置とは独立に任意
の領域を選択できる、ユーザインタフェース；
－　第２の情報フィルタ設定に基づき、前記複数の相互関連したオブジェクトのうち表示
する第２のサブセットを選択する第２の情報フィルタであって、前記第１の情報フィルタ
に比べて高い情報の詳細レベルで、選択された領域に対応するオブジェクトを選択するよ
うに構成された第２の情報フィルタ；及び
－　前記複数の相互関連したオブジェクトのうちの第２のサブセットを第２の表示エリア
に表示する第２のディスプレイヤを有する、システム。
【請求項２】
　前記ユーザインタフェースは、前記ユーザが第１の表示エリアの別の領域を拡大のため
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に選択できるようにするように構成され、前記複数の相互関連するオブジェクトの第２の
サブセットが前記第２の表示エリアに表示される、
請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記第２の表示エリアは、前記第１の表示エリアの領域に対してセンタリングされてい
る、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記ユーザインタフェースは、前記ユーザが前記第１の表示エリア上で前記領域をドラ
ッグできるように構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記第１の情報フィルタと前記第２のディスプレイヤの第２の表示エリアは、前記ユー
ザのドラッグ操作に応じて前記第２の表示エリアの表示を更新するように構成されている
、請求項３に記載のシステム。
【請求項６】
　前記複数の相互関連したオブジェクトの少なくとも一オブジェクトは、複数のサブオブ
ジェクトを含むコンポジットオブジェクトであり、前記第１の情報フィルタは前記コンポ
ジットオブジェクトを選択するように構成され、前記第２の情報フィルタは、前記コンポ
ジットオブジェクトと、前記コンポジットオブジェクトに含まれる前記複数のサブオブジ
ェクトのうちの少なくとも一サブオブジェクトとを選択するように構成されている、請求
項１に記載のシステム。
【請求項７】
－　前記複数の相互関連したオブジェクトはそれぞれのオブジェクト情報詳細レベルと関
連し；
－　前記イニシャライザは第１の情報詳細レベル閾値と第２の情報詳細レベル閾値とを特
定するように構成され；
－　前記第１の情報フィルタは、前記それぞれのオブジェクト情報詳細レベルを、前記第
１の情報詳細レベル閾値と比較することにより、前記オブジェクトを選択するよう構成さ
れ；及び
－　前記第２の情報フィルタは、前記それぞれのオブジェクト情報詳細レベルを、前記第
２の情報詳細レベル閾値と比較することにより、前記オブジェクトを選択するよう構成さ
れている、
請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　２つのオブジェクト間の相互関連により表される情報は、その２つのオブジェクトの少
なくとも一方により表される情報より高い情報詳細レベルに関連する、
請求項６に記載のシステム。
【請求項９】
　前記オブジェクトの少なくとも一オブジェクトにより表されるテキスト情報は、前記第
２の情報フィルタにより選択されるが、前記第１の情報フィルタによっては選択されない
、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記第２の情報フィルタが、前記オブジェクトの第１のサブセットに含まれないが、前
記オブジェクトの第１のサブセットの少なくとも一オブジェクトと相互関連するオブジェ
クトを選択するように構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記相互関連したオブジェクトのセットは、臨床ガイドラインを表す、
請求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記第２のディスプレイヤが前記複数の相互関連したオブジェクトの第２のサブセット
を前記第２の表示エリアに表示している間、前記第１のディスプレイヤは、前記第１の表
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示エリアの少なくとも一部に表示されたオブジェクトの表示を維持するように構成されて
いる、請求項１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記第１と第２の表示エリアを表示するモニタと、
　請求項１に記載のシステムと
を有するワークステーション。
【請求項１４】
　一組の相互関連したオブジェクトを表示する方法であって、
－　複数の相互関連したオブジェクトを特定するステップ；
－　第１の情報フィルタ設定に基づいて、前記複数の相互関連したオブジェクトの第１の
サブセットを選択するステップ；
－　前記複数の相互関連したオブジェクトの第１のサブセットを第１の表示エリアに表示
するステップ；
－　ユーザが、前記第１の表示エリアの領域をビジュアルに示すことにより、前記第１の
表示エリアの拡大する任意の領域を選択できるようにするステップであって、前記ユーザ
が前記第１の表示エリア中の表示された個々のオブジェクトの位置とは独立に前記領域を
選択できるステップ；
－　第２の情報フィルタ設定に基づき、前記複数の相互関連したオブジェクトの第２のサ
ブセットが表示のために選択され、前記第２の情報フィルタ設定により、前記第１の情報
フィルタ設定と比べて情報の詳細レベルが高い、選択された領域に対応するオブジェクト
の選択がなされるステップ；及び
－　前記複数の相互関連したオブジェクトの第２のサブセットを第２の表示エリアに表示
するステップを有する方法。
【請求項１５】
　プロセッサシステムに請求項１４に記載の方法を実行させるコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一組の相互に関連するオブジェクトの表示に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ケアプロバイダにとって、患者にケアを施し、ケア品質を確保するには、コンピュータ
化された治療ガイドライン（guidelines）とパスウェイ（pathways）がますます重要なツ
ールになってきている。ガイドラインは、患者管理のための通常は病気ごとの治療水準を
規定し、一方パスウェイはガイドラインにより提供される複数の管理オプションについて
個別の患者を追跡する。ガイドラインとパスウェイはともに、疾病・患者管理が根拠に基
づいたプラクティスに従い、品質標準に基づくための病院規模の情報管理システム及び電
子医療記録の一部になりつつある。臨床診療（clinical　practice）がますます複雑化し
ながら浸透するにつれ、これらのシステムにより処理される情報量は、急速に増大してい
る。特に、臨床担当者がこれらのシステムを使うワークロードと時間的制限を考慮すると
、これらのデータセットのユーザ指向のディスプレイ及びナビゲーションをサポートする
知的手段がより重要になる。
【０００３】
　コンピュータ化されたガイドラインとパスウェイの従来のフローチャートのような視覚
的表現は、ナビゲーションするには複雑で扱いにくくなることが多い。ユーザは、ガイド
ラインとパスウェイのハイレベルかつ簡略化された概観表現のため情報が欠けていたり、
情報の複雑性に圧倒されたりする。
【発明の概要】
【０００４】
　一組の相互関連したオブジェクトを表示及び／またはナビゲーションする改善された方
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法があれば有利である。この問題をよりうまく解決するため、本発明の第１の態様による
システムは、
－　複数の相互関連したオブジェクトを特定するイニシャライザ；
－　第１の情報フィルタ設定に基づき、前記複数の相互関連したオブジェクトのうちの表
示する第１のサブセットを選択する第１の情報フィルタ；
－　前記複数の相互関連したオブジェクトのうちの第１のサブセットを第１の表示エリア
に表示する第１のディスプレイヤ；
－　ユーザが前記第１の表示エリアの拡大する一領域をビジュアルに示すことにより、前
記第１の表示エリアの前記一領域を選択できるようにし、前記ユーザが前記第１の表示エ
リア中の表示されたオブジェクトの位置とは独立に前記一領域を選択できる、ユーザイン
タフェース；
－　第２の情報フィルタ設定に基づき、前記複数の相互関連したオブジェクトのうち表示
する第２のサブセットを選択する第２の情報フィルタであって、前記第１の情報フィルタ
に比べて情報の詳細レベルが高い、選択された領域に対応するオブジェクトを選択するよ
うに構成された第２の情報フィルタ；及び
－　前記複数の相互関連したオブジェクトのうちの第２のサブセットを第２の表示エリア
に表示する第２のディスプレイヤを有する。
【０００５】
　このシステムにより、複数の相互関連したオブジェクトを含む複雑なデータ構造のナビ
ゲーションが容易になる。第１のディスプレイヤはより詳細な情報を隠すことにより、ハ
イレベルの概観を提供する。しかし、ユーザインタフェース、第２の情報フィルタ、第２
のディスプレイヤにより、拡大する領域をユーザが選択できるようにすることにより拡大
メガネ機能を提供する。ユーザは、単に複数の相互関連したオブジェクトの可視化された
領域を示すことにより、自分が、相互関連したオブジェクトのうちどの部分を、情報の詳
細度レベルを上げて見たいか、直感的かつ柔軟に示すことができる。個々のオブジェクト
の拡大を要求する必要はない。そうではなく、表示中の一領域を示せばよい。これにより
、例えば、オブジェクト間の相互関連を、情報の詳細度レベルを上げて可視化することも
容易になる。
【０００６】
　ユーザインタフェースは、ユーザが第１の表示エリアの別の領域を拡大のために選択で
きるようにするように構成され、複数の相互関連するオブジェクトの第２のサブセットが
第２の表示エリアに表示される。繰り返し領域の表示を行えるようにする機能により、ユ
ーザは、自分のタスクを実行するのに必要なすべての詳細を、素早く見ることができる。
これにより、さらに、オブジェクトのナビゲーションのユーザフレンドリ性と効率性が高
くなる。複数の相互関連したオブジェクトの第２のサブセットを見ていて、第１の表示エ
リアの他の領域に関する問い合わせが生じた時、遅延やユーザインターラクション無しに
それを要求できる。別の領域に第２の情報フィルタをかけて、同じ第２の表示エリアまた
は他の第２の表示エリアに結果を表示する。例えば、第２の表示エリアは表示デバイスの
固定表示エリアであってもよい。他の一例では、第２の表示エリアは、第１の表示エリア
の現在選択されている領域に沿って動く。
【０００７】
　第１及び／または第２の情報フィルタは、ユーザのタスクや役割に基づいて、またはマ
シンの状態に基づいて、オブジェクトをフィルタリングするように構成してもよい。
【０００８】
　第２の表示エリアは、第１の表示エリアの領域に対してセンタリングされてもよい。こ
れにより、ナビゲーションの効率性が高まる。第２の表示エリアが選択された領域に対し
てセンタリングされていれば、ユーザは自分の目の焦点を画面の他の領域に動かす必要が
ないからである。
【０００９】
　前記ユーザインタフェースは、前記ユーザが前記第１の表示エリア上で前記領域をドラ
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ッグできるように構成されてもよい。これにより、データオブジェクトの素早く直感的な
ナビゲーションができる。第２の表示エリアは、ユーザのドラッグ操作に応じて第２の表
示エリアの表示を更新するように構成されていてもよい。これにより、さらに、ナビゲー
ションが効率的となり速いものとなる。
【００１０】
　複数の相互関連したオブジェクトの少なくとも１つは、複数のサブオブジェクトを有す
るコンポジットオブジェクトであってもよい。第１の情報フィルタがコンポジットオブジ
ェクトを選択するように構成され、第２の情報フィルタがコンポジットオブジェクトと、
コンポジットオブジェクトに含まれる複数のサブオブジェクトの少なくとも１つを選択す
るように構成されてもよい。これは、２つの情報フィルタ設定の一例であり、第２の情報
フィルタ設定が第１の情報フィルタ設定より詳細な情報を提供するものである。異なる情
報の詳細度レベルを把握することも容易である。
【００１１】
　前記複数の相互関連したオブジェクトはそれぞれのオブジェクト情報詳細レベルと関連
していてもよい。前記イニシャライザは第１の情報詳細レベル閾値と第２の情報詳細レベ
ル閾値とを特定するように構成され得る。第１の情報フィルタは、それぞれのオブジェク
ト情報詳細レベルを、第１の情報詳細レベル閾値と比較することにより、オブジェクトを
選択するよう構成され得る。第２の情報フィルタは、それぞれのオブジェクト情報詳細レ
ベルを、第２の情報詳細レベル閾値と比較することにより、オブジェクトを選択するよう
構成され得る。これはオブジェクトのフィルタリングに普遍的に適用できるフレームワー
クである。
【００１２】
　２つのオブジェクト間の相互関連により表される情報は、その２つのオブジェクトの少
なくとも一方により表される情報より高い情報詳細レベルに関連する。これは、異なる情
報の詳細度レベルの他の一例であり、より詳細な相互関連は第２の表示エリアのみで見え
る。関係の一部を第１の表示エリアに示し、より詳細なまたは重要性が低い関係は第２の
表示エリアのみに示すことも可能である。
【００１３】
　前記オブジェクトの少なくとも一オブジェクトにより表されるテキスト情報は、前記第
２情報フィルタにより選択されるが、前記第１情報フィルタによっては選択されなくても
よい。オブジェクトタイプ及び／またはオブジェクトの相互関連などオブジェクトのその
他の特性は、第１の情報フィルタによっても選択できる。これにより、第１の表示エリア
の表示スペースを節約でき、第２の表示エリアによるテキスト情報へのアクセスが可能と
なる。
【００１４】
　相互関連したオブジェクトのセットは、臨床ガイドラインを表すものであり得る。ユー
ザが現在注目していない臨床ガイドラインの部分の簡略化されたハイレベルの概観を、ユ
ーザが現在注目している詳細情報と組み合わせてもよい。本システムは、ブラウザに組み
込まれれば、ケアマネジメントをする医療関係者や患者により用いられ、これにより患者
は自分のパーソナルケアマネジメントに能動的に参加できる。しかし、本システムの他の
アプリケーションも、以下に詳細に説明するように、実現できる。
【００１５】
　前記第２の情報フィルタが、前記オブジェクトの第１のサブセットに含まれないが、前
記オブジェクトの第１のサブセットの少なくとも一オブジェクトと相互関連するオブジェ
クトを選択するように構成されて得る。例えば、オブジェクトの一部は、第１の表示エリ
アでは隠され、第２の表示エリアで見えるようにしてもよい。
【００１６】
　第１の表示エリアディスプレイヤと第２の表示エリアディスプレイヤは、シンボルによ
りオブジェクトを表示し、オブジェクト間の線分や矢印によりそのオブジェクト間の相互
関連を表示するように構成され得る。これは例えばフローチャートや臨床ガイドラインを
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表示する便利な方法である。
【００１７】
　第１のディスプレイヤ３は、第２のディスプレイヤ５は複数の相互関連したオブジェク
トの第２のサブセットを第２の表示エリアに表示している間に、第１の表示エリアの少な
くとも一部に表示されたオブジェクトの表示を維持するように構成され得る。これにより
、さらに別の領域を選択しやすくなる。例えば、第２の表示エリアが第１の表示エリアの
一部と重なる場合、第１の表示エリアのうち重なっていない部分に表示されたオブジェク
トの表示は維持される。
【００１８】
　他の一態様では、本発明は、第１と第２の表示エリアを表示するモニタと、上記のシス
テムとを有するワークステーションを提供する。
【００１９】
　他の一態様では、本発明による一組の相互関連したオブジェクトを表示する方法は、
－　複数の相互関連したオブジェクトを特定するステップ；
－　第１の情報フィルタ設定に基づいて、前記複数の相互関連したオブジェクトの第１の
サブセットを選択するステップ；
－　前記複数の相互関連したオブジェクトの第１のサブセットを第１の表示エリアに表示
するステップ；
－　ユーザが前記第１の表示エリアの拡大する一領域をビジュアルに示すことにより、前
記一領域を選択できるようにし、前記ユーザが前記第１の表示エリア中の表示されたオブ
ジェクトの位置とは独立に前記領域を選択できるステップ；
－　第２の情報フィルタ設定に基づき、前記複数の相互関連したオブジェクトの第２のサ
ブセットが表示のために選択され、前記第２の情報フィルタ設定により、前記第１の情報
フィルタ設定と比べて情報の詳細レベルが高い、選択された領域に対応するオブジェクト
の選択がなされるステップ；及び
－　前記複数の相互関連したオブジェクトの第２のサブセットを第２の表示エリアに表示
するステップ；
－　前記ユーザインタフェースが、複数の相互関連するオブジェクトの第２のサブセット
が第２の表示エリアに表示されている間に、ユーザが第１の表示エリアの別の領域を拡大
のために選択できるようにするようにするステップを有する。
【００２０】
　他の一態様では、本発明は、プロセッサシステムに上記の方法を実行させる命令を含む
コンピュータプログラム製品を提供する。
【００２１】
　当業者には言うまでもないが、本発明の上記の実施形態、インプリメンテーション、及
び／または態様のうち２つ以上を、有用と思われる方法で組み合わせることができる。
【００２２】
　上記ワークステーション、システム、方法、及び／またはコンピュータプログラム製品
の修正や変形は、記載するシステムの修正と変形に対応するが、本説明に基づき当業者に
より実行できる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　本発明のこれらの態様等は、以下に説明する実施形態から明らかであり、これらの実施
形態を参照して説明する。
【図１】相互に関連した複数のオブジェクトのセットを表示するシステムを示すブロック
図である。
【図２】相互に関連した複数のオブジェクトのセットを表示する方法を示すフローチャー
トである。
【図３】選択された領域を含むスクリーンショットを示す略図である。
【図４】選択された領域の拡大ビューを含むスクリーンショットを示す略図である。
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【発明を実施するための形態】
【００２４】
　図１は、相互に関連した複数のオブジェクトのセットを表示するシステムを示す。かか
るシステムは、例えば、好適にプログラミングされたコンピュータシステムの形式で実施
できる。かかるコンピュータシステムは、分散システムまたはスタンドアロンコンピュー
タまたはワークステーションであり得る。このコンピュータシステムは、マウスやキーボ
ードなどのユーザ入力デバイス６を有する。コンピュータシステムは、さらに、ディスプ
レイ８を有する。あるいは、かかる周辺機器のためのコネクタが設けられていてもよい。
このシステムは、さらに、可視化するデータオブジェクトを読み出せるようにする記憶手
段やデータ通信ファシリティ（facilities）を有する。
【００２５】
　このシステムは、複数の相互関連したオブジェクトを特定するように構成されたイニシ
ャライザ１を有する。これらのオブジェクトは、例えばデータベースから読み出される。
オブジェクトは、例えば、臨床ガイドラインの要素や電子的患者レコードやパーソナルヘ
ルスレコードの要素を表す。
【００２６】
　本システムは、複数の相互関連したオブジェクトの第１のサブセットを選択するように
構成された第１の情報フィルタ２を有する。選択は第１の情報フィルタ設定に基づき行わ
れる。第１の情報フィルタ設定は、例えば、含まれるデータオブジェクトタイプのリスト
及び／または除かれるデータオブジェクトタイプのリストを含む。他の種類のフィルタ設
定は、本明細書を考慮して当業者により与えられるだろう。
【００２７】
　本システムは、複数の相互関連したオブジェクトの第１のサブセットを、第１の表示エ
リアに表示するように構成された第１のディスプレイヤ３を有する。第１のディスプレイ
ヤ３は、例えば、グラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）であるユーザインタフェ
ース７に動作可能に接続されている。ユーザインタフェース７は、例えばＬＣＤも似たで
あるディスプレイデバイス８に接続されたグラフィカルハードウェアインタフェースを制
御できる。第１のディスプレイヤ３は、ユーザインタフェース７を制御して、複数の相互
関連したオブジェクトの第１のサブセットを、ディスプレイデバイス８の第１の表示エリ
アに表示する。
【００２８】
　ユーザインタフェース７は、ユーザが第１の表示エリアの一領域を拡大するために選択
できるようにするよう構成されている。これはユーザ入力デバイス６を用いて行える。ユ
ーザ入力デバイス６は、例えば、キーボード、マウス、及び／またはタッチスクリーンを
含む、本技術分野で知られた任意のユーザ入力デバイスを含み得る。ユーザインタフェー
ス７は、ディスプレイデバイス８により、領域の選択中にビジュアルフィードバックを提
供するように構成されている。例えば、境界ボックスを描くことにより、ディスプレイデ
バイス８上に領域を表示できる。領域の表示は、マウス移動イベントなどのユーザ入力に
応じて更新される。選択はマウスのクリックなどの他のユーザ入力により確認できる。こ
のように、ユーザは、その領域を第１の表示エリアにビジュアル的に表示することができ
る。ユーザは、第１の表示エリアに表示されたオブジェクトの位置に依らずに、その領域
を選択できる。例えば、その領域は、第１の表示エリアのサブエリアとして自由に描くこ
とができる。あるいは、その領域を第１の表示エリア中で自由にドラッグ（drag）できる
。ユーザにより選択された領域内に表示されるオブジェクトはいくつでもよい。
【００２９】
　本システムは、表示するために複数の相互関連したオブジェクトの第２のサブセットを
選択するように構成された第２の情報フィルタ４を有する。第２の情報フィルタ４は、第
２の情報フィルタ設定に基づき、フィルタリングタスクを実行する。第２の情報フィルタ
４は、第１の情報フィルタと同じソフトウェアコードを用いて実施できるが、第１の情報
フィルタ設定ではなく第２の情報フィルタ設定を適用する。第２の情報フィルタは、第１
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の情報フィルタと比較してより詳細なレベルの情報を用いて選択された領域に対応するオ
ブジェクトを選択するように構成されている。結果として、第１の表示エリアに表示され
ないが、第２の情報フィルタ設定が第１の情報フィルタにより適用されていれば、論理的
には第１の表示エリアの選択領域内に描かれているオブジェクトは、第２の情報フィルタ
により選択できる。
【００３０】
　本システムは、複数の相互関連したオブジェクトの第２のサブセットを、第２の表示エ
リアに表示するように構成された第２のディスプレイヤ５を有する。例えば、第２の表示
エリアは、同じオブジェクトを、第１の表示エリアの選択領域に見えるオブジェクトとし
て、拡大して表示する。また、第２の表示エリアは、オブジェクトをより詳細に表示す。
例えば、第１の表示エリアに見えるオブジェクトに関連する、第１の表示エリアには表示
されず、第２の表示エリアに拡大スケールを用いて表示される付加的オブジェクトも表示
する。
【００３１】
　ユーザインタフェース７は、ユーザが第１の表示エリアの別の領域を拡大のために選択
できるようにするように構成され、複数の相互関連するオブジェクトの第２のサブセット
が第２の表示エリアに表示される。ユーザインタフェース７は、ユーザが別の領域をいく
つでも選択できるように構成されていてもよい。ユーザインタフェース７は、ユーザが別
の領域を選択するとすぐに、第２の情報フィルタ４に、これらの別の領域を記述する情報
を送る。第２の情報フィルタ４は、選択された別の領域に対するフィルタリング動作を処
理し、第２のディスプレイヤは、フィルタされたオブジェクトを表示させる。第２のディ
スプレイヤは、前の第２の表示エリアを、新しい第２の表示エリアで置き換えるように構
成されている。例えば、第２の表示エリアは、選択された領域とともに動き得る。より具
体的には、第２の表示エリアは、第１の表示エリアの領域に対してセンタリングされても
よい。あるいは、画面の固定部分に配置されている第２の表示エリア中の情報を更新して
もよい。
【００３２】
　ユーザインタフェース７は、ユーザが第１の表示エリア上で領域をドラッグして、別の
領域を選択できるように構成できる。これはマウスデバイスやタッチスクリーンデバイス
などにより実現できる。第１の情報フィルタ４と第２のディスプレイヤ５は、ユーザのド
ラッグ操作に応じて、第２の表示エリアの表示を更新するように構成されている。このよ
うに、システムが、表面上に浮かび、（ほとんど）リアルタムで更新された拡大ビューを
提供できる自然な「拡大めがね」のように見えるようにすることが可能である。
【００３３】
　複数の相互関連したオブジェクトのうちの一部はコンポジットオブジェクトであっても
よい。かかるコンポジットオブジェクトは複数のサブオブジェクトを有する。例えば、１
つのオブジェクトは複数のサブオブジェクトのコンテナを含み得る。例えば、一オブジェ
クトは、複数のフィールドを有するデータベースレコードを含む。各フィールドは、医学
的所見や処方箋や医学的画像など、あるタイプの情報を含むように構成され得る。第１の
情報フィルタを、オブジェクトの在否及び／または種類とそれの他のオブジェクトとの相
互関連の一部または全部が第１のサブセットのために選択されるように、第１の情報フィ
ルタを構成することができる。また、第１のサブセット中、いくつかのサブオブジェクト
を選択して、第１のサブセットのその他のサブオブジェクトは省略してもよい。第２の情
報フィルタを、第２のサブセット中の省略されたサブオブジェクトの一部を含むように構
成することもできる。第１と第２のサブセット中のオブジェクト及び／またはサブオブジ
ェクトの包含または排除は、第１と第２の情報フィルタ設定の制御下で行われる。これら
の設定は、情報を見る人の情報ニーズに応じて合わせることができる。
【００３４】
　オブジェクトに格納される情報は、例えば、オブジェクト情報詳細レベルの詳細情報と
関連させることが可能である。かかるオブジェクト情報詳細レベルは、所定の重要度基準
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に基づきオブジェクトに割り当てられた数値であってもよい。あるいは、詳細情報は、オ
ブジェクト、サブオブジェクト、サブサブオブジェクトなどの構成により科されるオブジ
ェクト階層に基づくものであってもよい。ここで、トップレベル（オブジェクト）は、サ
ブオブジェクトより下位のオブジェクト情報詳細レベルに関連し、サブオブジェクトは、
サブサブオブジェクトより下位のオブジェクト情報詳細レベルに関連する。また、２つの
オブジェクト間の相互関連により表される情報は、その２つのオブジェクトの少なくとも
一方により表される情報より高い情報詳細レベルに関連する。情報フィルタは、情報詳細
レベルに関して包含基準（inclusion　criteria）を表す。第１の情報フィルタ２は、そ
れぞれのオブジェクト情報詳細レベルを、第１の情報詳細レベル閾値と比較することによ
り、オブジェクトを選択するよう構成されている。第２の情報フィルタ４は、それぞれの
オブジェクト情報詳細レベルを、第２の情報詳細レベル閾値と比較することにより、オブ
ジェクトを選択するよう構成されている。イニシャライザは、所定値に基づき、これらの
レベルを設定できる。あるいは、第１の情報詳細レベル閾値は、第１の表示エリアのサイ
ズに基づき設定できる。また、オブジェクト数を考慮してもよい。第２の情報詳細レベル
閾値の場合、第２の表示エリアのサイズと第２の領域のサイズとを考慮してもよい。
【００３５】
　第２の情報フィルタ４がオブジェクト内に格納されたテキストオブジェクトを選択する
ことも可能である。オブジェクトは第１のサブセットのメンバーであるが、テキストオブ
ジェクトはメンバーではない。
【００３６】
　オブジェクトを選択する第２の情報フィルタ５が、オブジェクトの第１のサブセットを
含まれないが、オブジェクトの第１のサブセットの少なくとも一オブジェクトと相互関連
するように構成することも可能である。このように、比較的重要でないオブジェクトは第
１の表示エリアでは省略し、領域を適切に選択することによりユーザのオブジェクトへの
アクセスを容易にすることができる。
【００３７】
　相互関連したオブジェクトのセットは、臨床ガイドラインを表すものであり得る。第１
のディスプレイヤ３及び／または第２のディスプレイヤ５は、相互関連したオブジェクト
を、少なくとも部分的にはフローチャートの形式で表示するように構成してもよい。
【００３８】
　第１のディスプレイヤ３は、第２のディスプレイヤ５は複数の相互関連したオブジェク
トの第２のサブセットを第２の表示エリアに表示している間、第１の表示エリアの少なく
とも一部に表示されたオブジェクトの表示を維持するように構成され、第２の表示エリア
は第１の表示エリア上のオーバーレイであってもよい。
【００３９】
　本システムは地図などの地理データに適用することもできる。相互関連したオブジェク
トのセットは、地理的実体の表現であってもよい。相互関連により地理的実体の相対的な
位置が決まる。
【００４０】
　図２は、相互に関連した複数のオブジェクトのセットを表示する方法を示す。本方法は
、複数の相互関連したオブジェクトを特定するステップ２０１を有する。ステップ２０２
において、第１の情報フィルタ設定に基づいて、複数の相互関連したオブジェクトの第１
のサブセットが、表示するために選択される。ステップ２０３において、複数の相互関連
したオブジェクトの第１のサブセットが第１の表示エリアに表示される。ステップ２０４
において、ユーザは、第１の表示エリアの拡大する一領域をビジュアルに示すことにより
、その拡大する一領域を選択できる。ユーザは、第１の表示エリア中の表示されたオブジ
ェクトの位置とは独立に、その拡大する領域を選択できる。ステップ２０５において、第
２の情報フィルタ設定に基づき、複数の相互関連したオブジェクトの第２のサブセットが
表示のために選択される。第２の情報フィルタ設定により、第１の情報フィルタ設定と比
べて情報の詳細レベルが高い、選択された領域に対応するオブジェクトの選択がなされる
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。ステップ２０６において、複数の相互関連したオブジェクトの第２のサブセットが第２
の表示エリアに表示される。ステップ２０７において、新しい領域が選択されたか判断す
る。ステップ２０７において新しい領域が選択されたと判断すると、方法はステップ２０
４に戻る。そうでなければ、本方法はステップ２０８で終わる。本方法は、コンピュータ
プログラム製品を用いて実施できる。この方法の変形や付加は、システムの説明も含め本
説明を考慮すれば当業者の想到する範囲内にある。
【００４１】
　表示と分析をする臨床ガイドラインやパスウェイに関連する情報の外的コンピュータ化
表現にアクセスして、複数の相互関連したオブジェクトを読み出しまたは特定してもよい
。第２のディスプレイヤは、第１のディスプレイヤにより提供される臨床ガイドラインや
パスウェイの全体表示にわたりインターラクティブにナビゲーションできるユーザが注目
している部分（the　current　focus　of　user　attention）のビジュアル表現を提供で
きる。第２の情報フィルタは、ユーザが注目している部分のビジュアル表現内に表示され
る情報を選択する。この情報フィルタを選択し、それを現在のユーザの役割や目標とする
臨床コンテキストまたはタスクに適用するメカニズムを設けてもよい。
【００４２】
　外部データベースを、ルールベースエンジンの形式のコンピュータ化したガイドライン
、電子医療レコードへのアクセスを介した患者データ、企業または病院規模の情報システ
ムへのアクセスを介した機関情報など、分析する情報を格納するように構成してもよい。
コンピュータ化したガイドライン表現からの、臨床ガイドラインやパスウェイの主な構成
要素のフローチャート状の概観が、第１の表示エリアの開始点として機能する。この概観
に含まれる詳細の範囲とレベルは、概観フィルタによりユーザの役割または臨床タスクに
応じて、事前に具体化（pre-instantiated）してもよい。表示される詳細のレベルは、利
用できる表示スペースの大きさに合わせられ、目標アプリケーションを考慮してユーザの
全体的な方向性のために必要なものにより合わせられる。
【００４３】
　注目のフォーカスは、例えば「拡大めがね」状のオブジェクトを概観上で動かすことに
より選択できる。また、ガイドラインやパスウェイの一部分に関するより詳細な情報が「
拡大めがね」内に表示される。しかし、「拡大メガネ」の内側の表示は、概観の元の画素
パターンを単に拡大したものではなく、概観のその一部分に関連した、ユーザとタスクの
両方を特定する方法で選択された追加的情報を含んでいてもよい。
【００４４】
　かかる「拡大メガネ」のＧＵＩの形態（manifestations）は異なるものであってもよい
。最も単純な形式では、詳細な情報を示すフレームやウィンドウは、マウスベースのイン
ターラクションにより、概観ディスプレイ上でパンやズームされる。一般的に、例えば、
多様体上への非線形で十分滑らかなマッピングを使うことができる。ユーザの注目のフォ
ーカスをパンしつつ、表示はズームインやズームアウトし、詳細情報がフェードインやフ
ェードアウトする。
【００４５】
　「拡大メガネ」内に表示される追加情報は、関連する外部データベースから読み出して
もよい。例えば、専用のデータベース要求の形式であるフィルタを用いて、ユーザの役割
と臨床目標アプリケーションを考慮して必要な追加的詳細情報を読み出してもよい。情報
フィルタは、ユーザの役割と臨床目標アプリケーションに合わせることができる。この適
合は、次の形態のどれでも、またはその組合せでもよい：
－　ログイン時のユーザの許可による複数の所定フィルタからの選択。患者を担当してい
る医師、ゲストユーザ、レジデント、フェロー、病院管理者、品質マネージャなどユーザ
の種類が異なれば適用される許可も異なる。
－　実行するタスクによる複数の所定フィルタからの選択。かかるタスクは、例えば、ユ
ーザインタフェースの状態により決まる。タスク例としては、適用した治療、用いた医薬
、腫瘍委員会の準備を考慮した個々の患者パスの分析、患者グループにわたるガイドライ
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ン遵守に関する統計情報の集積、及び特定の決定点や選択した治療オプションに関連する
品質問題のモニタリングなどがある。
－　例えば、ガイドライン上の階層的決定レベル、情報の最新性、及び／または情報の品
質により、ユーザが所定の詳細レベルから選択できるようにする。
－　ユーザが、標準化品質／性能測定及び治療的応答基準などの所定の（臨床）カテゴリ
ーから選択できるようにする。
－　ユーザが、異なるドメインから、例えば、個人の成績、部課や病院の成績に関する情
報、個人、部課、または病院により管理された患者に関する情報を選択できるようにする
。
－　ガイドラインやパスウェイにそって利用可能なデータをマイニングする「発見的にガ
イドされたサーチエンジン」にする、ユーザにより為された選択にフィルタを自動的に適
合させる。このようにして、システムは、ユーザインターラクションを分析することによ
り、重要な情報と比較的重要でない情報とについて自動的に学ぶことができる。
【００４６】
　所定フィルタと情報カテゴリーの画定は、特定の期間の情報とコントロールフローの詳
細を解決するシステムのインストール中になされてもよい。
【００４７】
　現代のヘルスケアマネジメントでは、ガイドラインによる患者及び品質の管理が重要で
ある。提案のスマートガイドラインビュアーは、例えば、腫瘍学、神経学、心臓学、集中
治療、慢性病管理などにおける、ガイドラインとパスウェイが展開されているところであ
ればどこでも用いることができる。提案のスマートガイドラインビュアーは、自分のケア
マネジメントに能動的に参加している患者により用いられるウェブブラウザに組み込めば
、在宅ケアにおいても用いることができる。
【００４８】
　図３は、第１の表示エリア３０６に示されるものの一例である。この図は、複数の相互
関連したオブジェクトの第１のサブセットの表現を示している。相互関連したオブジェク
トは、四角形３０１やダイヤモンド３０２などのグラフィカルシンボルにより表されてい
る。関係は線分３０３や矢印３０４などの相互接続により表される。図３に示したように
、テキストはシンボル３０１、３０２の中に与えられ、そのオブジェクトに関してさらに
詳細を示す。情報は、第１の情報フィルタ２によりフィルタされてから、第１の表示エリ
アに表示される。その結果、複数の相互関連したオブジェクトのうちのすべてのオブジェ
クトが図３に示されているわけではない。第１の表示エリアに示された第１のサブセット
では、一部のオブジェクト及び／または関係は省略され、一部のオブジェクトグループは
単一のオブジェクトにより集合的に表されてもよい。図３は、さらに選択された領域３０
５を示す。選択された領域３０５の範囲は四角形で示されている。この領域はユーザイン
タフェース７により選択されている。
【００４９】
　図４は、図３にも示された、第１の表示エリア３０６に関連して、第２の表示エリアに
表示されるものの一例を示す。図は、図３を参照して説明したように、第１の表示エリア
３０６を示す。図４は、さらに、第２の表示エリア４０１を示す。第２の表示エリア４０
１の内容は、選択された領域３０５の内容に対応している。しかし、第２の表示エリア４
０１は、選択された領域３０５に関連するオブジェクトのより詳細を示す。その結果、第
２の表示エリア４０１は、第１の表示エリア４０１の選択された領域３０５に示されるよ
りも、多くのオブジェクト４０２の表現を示す。オブジェクト４０２は、第２の情報フィ
ルタ４により選択される。第１の情報フィルタ２と第２の情報フィルタ４による選択は、
システムのユーザのタスクに合わせられる。表示エリア４０３では、ユーザは、例えば、
ドロップダウンボックスにより、さらに別の情報を入力でき、これは第２の表示エリア４
０１のオブジェクトの表示に影響する。このように、表示はさらにパーソナライズされ、
手元のケースの詳細に合わせられる。
【００５０】
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　言うまでもなく、本発明はコンピュータプログラム、特に情報担体上またはその中のコ
ンピュータプログラムにも適用できる。そのプログラムは、ソースコード、オブジェクト
コード、ソースコードとオブジェクトコードの中間コード（部分的にコンパイルされた形
体）、その他本発明による不法の実施に使用するのに好適な形体でもよい。言うまでもな
く、かかるプログラムは多くの異なるアーキテクチャ的な設計を有する。例えば、本発明
による方法またはシステムの機能を実施するプログラムコードは、一または複数のサブル
ーチンに分割してもよい。当業者には、これらのサブルーチン間の機能の分配する多くの
異なる方法が明らかであろう。サブルーチンは実行可能な一ファイルに格納され、自己完
結型のプログラムを構成する。かかる実行可能ファイルは、コンピュータ実行可能命令で
ある例えばプロセッサ命令やインタープリタ命令（例えば、Ｊａｖａ（登録商標）インタ
ープリタ命令）を含む。あるいは、一または複数または全部のサブルーチンは、少なくと
も１つの外部ライブラリファイルに格納して、静的または動的、例えば実行時に、メイン
プログラムとリンクできる。メインプログラムは、少なくとも１つのサブルーチンへのコ
ールを含む。サブルーチンは互いへのコールを含んでいてもよい。コンピュータプログラ
ム製品に関する一実施形態は、ここに記載した少なくとも１つの方法のステップの処理に
対応するコンピュータ実行可能命令を含む。これらの命令は、サブルーチンに分割され、
静的または動的にリンクされた一または複数のファイルに格納される。コンピュータプロ
グラム製品に関する他の一実施形態は、ここに記載した少なくとも１つのシステム及び／
または製品の各手段に対応するコンピュータ実行可能命令を含む。これらの命令は、サブ
ルーチンに分割され、静的または動的にリンクされた一または複数のファイルに格納され
る。
【００５１】
　コンピュータプログラムの記憶担体は、プログラムを担うことができる任意の要素また
は装置である。例えば、記憶担体は、ＲＯＭ（例えば、ＣＤ－ＲＯＭまたは半導体ＲＯＭ
）等、または磁気記録媒体（例えばフラッシュドライブまたはハードディスク）等の記憶
媒体を含む。さらにまた、記憶担体は、電子的または光ケーブル、または無線その他の手
段により搬送できる電子的または光学的信号等の伝送可能キャリアであってもよい。プロ
グラムがそのような信号に化体しているとき、そのキャリアはそのようなケーブルまたは
その他の装置または手段により構成される。あるいは、記憶担体は、関係する方法を実行
またはその実行に使用するように適応している、プログラムが化体した集積回路であって
もよい。
【００５２】
　もちろん、上記の実施形態は、本発明を例示するものであり、限定するものではなく、
当業者は、添付したクレームの範囲を逸脱することなく、別の実施形態を多数設計するこ
とができる。クレームにおいて、括弧の間に入れた参照符号はクレームを限定するものと
解釈してはならない。「有する」という動詞及びその変化形を用いたが、請求項に記載さ
れた要素または段階以外の要素の存在を排除するものではない。構成要素に付された「１
つの」、「一」という前置詞は、その構成要素が複数あることを排除するものではない。
本発明は、複数の異なる構成要素を有するハードウェア手段によって、または好適にプロ
グラムされたコンピュータによって実施してもよい。複数の手段を挙げる装置クレームに
おいて、これらの手段は、１つの同じハードウェアにより実施してもよい。相異なる従属
クレームに手段が記載されているからといって、その手段を組み合わせて有利に使用する
ことができないということではない。
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